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第４回 ポスター発表 その 1 

 

「卒業研究中間発表会がポスター発表になった……でも、ポスター発表って

何？」 

 

1. ポスター発表とは 

 ポスター発表とは、指定されたポスターボードに研究内容を説明するポスタ

ーを貼り、セッションの時間中は、訪れたお客さまに研究内容を説明したり質

問に答えたりするというもので、国際会議などでもごくごく一般的な発表の形

態である。 

 1 枚の限られたスペースで研究内容を全て表すのは大変だが、ポスター発表の

利点として、①質疑応答（指導）の時間が長くとれる、②距離が近いのでコミ

ュニケーションが濃い ことが挙げられる。この利点を生かすポスター発表を

行なおう。 

 

2.ポスター作成 

 すべては、立ち止まって注目してもらえるポスターを作成することから始ま

る（出典：今泉美佳；おすすめ文献参照）。研究内容が一目で分かり、かつ説明

がわかりやすそうだという印象を与えられるように企画しよう。 

 まず、ポスターボードの大きさ（畳１枚程度）を考えてポスターを作成する。

たとえば、A0 判なら１枚、A4 判なら9-12枚（3枚×4段；60cm から 180cm の

範囲）になる。ツールはWord、PowerPoint、Illustratorなどを用いる。 

 

2.1 ポスターの構成 

 基本的に以下の内容を含んだ構成にする。 

① 研究の目的や位置づけなどのイントロダクション 

② 結果の要点 



③ その結果はどうおもしろいのか／重要なのか 

 口頭での説明なしでも要点はつかめるようなポスターが望ましい。そうすれ

ば、発表者がいない時にのぞきに来たお客さまにもおおよその内容が理解して

もらえる。 

 

2.2 ポスターの文章部分 

 タイトルはとても重要である。内容を適切に表し、かつ人目をひく必要があ

る。文については、「文の形」をとることに意味はあまりない。箇条書きの方が

わかりやすい場合もある。 

 結論はポスターの下方に置きがちだが、見やすく、はっきり分かる場所に置

いたほうがよい。また、以下の状況も避けたい。 

・字が小さい 

・文字のぎっしり感がある 

・図だけ 

・統一感がない 

 

2.3 ポスターのビジュアル 

 ポスターのパターンは多様だが、たとえば、ビジュアル要素を多用したもの、 

 



 

http://www.ie.osakafu-u.ac.jp/̃hisaoi/news/news_namikawa_poster.html 



数段組で大部分が文字で構成されたもの、 

 
http://d.hatena.ne.jp/itoolsjp/20090922/1253586337 

 

web 画面のような構成のもの 



 

http://spa.jssst.or.jp/2005/ 

などがあげられる。 



 レイアウトは 2.1 の「構成」と関連して重要である。流れにそったレイアウ

トにし、見てほしいことは下方には書かない。 

 フォントは明朝系（セリフ体）でなくゴシック系（サンセリフ体）の方が見

やすいように思われる。 

明朝体：つくば地区における公共図書館利用者研究 

ゴシック体：つくば地区における公共図書館利用者研究 

 色使いは地味だと目をひかないが、派手すぎると散漫な印象になり、見る方

は疲れる。また、強すぎる背景画は内容理解の邪魔になることもある。 

 

 


